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第１回　連合九州ブロック連絡会青年委員会
ユースラリー開催！！

　連合九州ブロック連絡会青年委員会は７月１１日（土）～１２日（日）に九州ブロックでは初となる「第１回
ユースラリー」を開催しました。当日はあいにくの悪天候でしたが、九州の各地方連合会より８０人を越える
参加がありました。
　そのユースラリーの様子を紹介します。

１．名　　称　　　第1回連合九州ブロックユースラリー
２．テーマ　　　　～つなごう！ひろげよう！仲間の輪！～
３．目　　的　　　「構成組織の枠を越えた仲間づくり・ネットワークづくり」
　　　　　　　　　　「次代を担う人材・リーダーの発掘と育成」
３．日　　時　　　２００９年７月１１日（土）～１２日（日）　１泊２日
４．場　　所　　　グリーンピアなかがわキャンプ村
５．スケジュール　及び　参加者

　

　【１日目・７／１１（土）】

　１３：００　集合

　１３：００　開会行事
　　　　　　　　・連合九州ブロック青年委員会代表挨拶
　　　　　　　　　（大津剛：連合福岡青年委員長）
　　　　　　　　・連合本部挨拶
　　　　　　　　　（遠藤和佳子：連帯活動局）
　　　　　　　　・オリエンテーション

　１３：３０　連合福岡取り組み報告
　　　　　　　　・年間行事紹介
　　　　　　　　・「ヤングカーニバルｉｎ沖縄２００９」
　　　　　　　　　ＶＴＲ放映

　１４：００　班別交流
　　　　　　　　・自己紹介
　　　　　　　　・班別交流（ジェスチャーゲームなど）
　　　　　　　　・夕食・朝食のメニュー決め

　１５：００　バス移動

　１５：５０　食材の買い物

　１６：５０　バス移動

　１７：３０　グリーンピアなかがわキャンプ村到着

　１８：００　夕食交流

　２０：００　キャンプファイアー

【２日目】
　　９：００　班別分散会
　　　　　　　　・青年委員会の愛称検討
　　　　　　　　・青年委員会の統一ロゴ
　　　　　　　　　（またはキャラクター）検討

　１０：００　発表

　１１：００　閉会式

　１１：１０　バス移動

　１２：００　博多駅解散



　７月１１日（土）１３：００　博多に集合。当日は雨が激しく、遠方の参加者が道路事情で遅れるなどのトラブ
ルもありましたが、無事に到着し第１回九州ブロックユースラリーがスタートしました。

【１日目・昼】集合、班別交流、食材購入

【１日目・夜】夕食交流、キャンプファイアー

　キャンプ村に到着し、各
班わかれて夕食の準備を
行いました。班で共同作業
をする中で、半日前までは
全く知らなかったメンバー
が、まるで昔から知ってい
る仲間のように、ますます
交流を深め、楽しい夕食の
ひと時を過ごしました。

　

　連合福岡より活動報告を受けた後、各班にわか
れ自己紹介を行いました。参加者のほとんどが初
対面で、はじめは緊張していましたが、班対抗の
ジェスチャーゲームなどを通じ交流を深めました。
　ゲームを終えた頃には各班すっかり仲良くなって
おり、その後キャンプ場で作る夕食・朝食のメニュー
を各班検討しました。
　メニューを決めた後、バスに乗り込み「グリーンピ
アなかがわキャンプ村」へ移動。途中スーパーに寄
り食材の購入を行いました。限られた予算の中でど
の食材を買うのか、各班のメンバーで話し合いなが
ら、買い物を行いました。
　買い物を終えると、キャンプ村へ向かいました。

　キャンプ村に到着した頃にはまだ雨
が降っており、キャンプファイアーは中
止の予定でした。しかし、参加者の熱
意が伝わったのか、いつの間にか雨は
上がっており、当初より規模は小さく
なったものの、キャンプファイアーを囲
んで班を超えた交流を行いました。
　その後もみんな夜遅くまで話は尽き
ず、貴重な１泊の夜を楽しく過ごしまし
た。

【２日目】班別分散会、発表

　２日目は、朝から各班毎に「青年委員会の愛称」「青年委員会
の統一ロゴ（またはキャラクター）」の検討を行いました。この愛
称と統一ロゴは来年２０１０年に連合２０周年を迎えるにあたっ
て、連合が募集しているものです。
　班毎の検討の時間は１時間足らずでしたが、各班とても短時
間で考えたとは思えない意味の深い愛称や、ユニークなキャラ
クター考えており、この１泊２日での班の結束の強さを見せるけ
る発表となりました。もしかしたら、このユースラリーで産まれた
アイデアが連合青年委員会の愛称やキャラクターで採用される
かもしれません。各班の発表を終え、第１回のユースラリーは幕
を閉じました。

　今回、このユースラリーでは仕事や地方連合会の活動だけで
は決して出会わない多くの仲間が集まり、交流を深めました。
　　参加者のみなさんにとってきっと忘れられない活動になったことと思います。この活動は次年度以降も継続
して開催予定です。みなさんも参加の機会があれば、是非積極的に参加してみてください！


